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　災害情報などを迅速に伝達するため、令和元年度から整備を進めていた防災行政無線の
デジタル化工事が完了しました。デジタル化によって、さまざまな機能が追加されています。
問総務課危機管理室☎（962）6110

町メールマガジン ひめシェルター
　町の防災行政無線放送
の内容を携帯電話やス
マートフォンなどへメー
ルでお知らせします。文
字で正確な情報を確認で
きます。
　登録は町ホームページ
から行えます。

砥部町　メールマガジン

「砥部町メールマガジン」で検索するかQR
コードで検索してください。

掲載イメージ

出水期に備え準備しましょう

おもな新たな機能
○放送が聞き取りやすくなりました
　音質の向上、雑音の低減など放送の内容が
聞き取りやすくなりました。
　また、音声合成システムの追加で、肉声か
ら機械音声によるアナウンスとなり、明瞭な
音声での放送が可能となりました。
○自動応答装置
　放送を聞き逃した場合や再度確認したいと
きなどに、テレホンサービス専用番号に電話
をかけると放送内容の確認ができます。

※自動応答装置利用の注意事項
・通話料は利用者の負担になります。
・新しい放送から順に再生されます。
・放送内容は、放送後 72時間経過した場合は
確認ができません。
・放送直後は、回線が混み合うことがあります。
つながらない場合は、しばらく経ってからお
かけ直しください。

テレホンサービス専用番号
☎（９０７）０２０２

○○○○

　県公式のスマートフォ
ンアプリで災害情報の入
手のほか、開設済みの避
難所も地図上で確認でき
ます。
　多言語（英語・韓国語・
中国語）にも対応してい
ます。

アプリはQRコードで検索してください。

防災行政無線が
新しくなりました

掲載イメージ

※端末の設定などが原因で登録
がうまくできない場合がありま
す。お困りの際は役場総務課か
広田支所までお気軽にお越しく
ださい。
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３
月
15
日
、
東
京
で
、
伊
藤
淳
史
、

内
山
理
名
、
吉
岡
秀
隆
、
橋
爪
功
と

大
森
研
一
監
督
が
一
堂
に
会
し
、
完

成
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
た
く
さ
ん
の
砥
部
焼
で
飾

ら
れ
、
砥
部
焼
と
久
し
ぶ
り
に
対
面

し
た
一
同
は
、「
か
わ
い
い
」「
こ
れ

持
っ
て
帰
っ
て
い
い
の
？
」
と
嬉
し

そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

映
画「
未
来
へ
の
か
た
ち
」

５
月
７
日
金
公
開
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県指定無形文化財「砥部焼」の技術保持者に認定
　愛媛県指定無形文化財の「砥
部焼」の技術保持者として山田
ひろみさん（写真・五本松）の
認定書伝達式が行われました。
　山田さんは、和紙染めによる
色彩豊かな作品を得意とされ、
現在はブラッシング技法による
陶板作品で新境地を開拓するな

ど、砥部焼の高度な技術保持者
として認定されたものです。女
性陶芸家グループのリーダーと
しても活躍し、砥部焼の普及発
展に尽力されています。

100 歳のお祝い　近藤アヤコさん（高尾田）
　100 歳を迎えられた近藤さん（写真）に、
町から祝い状と記念品を贈りました。
　元気に 100歳を迎えられた近藤さんは「長
寿の秘訣はスポーツ全般を楽しくやっていた
ことと、なんでも好き嫌いなく食べることで
す。」と話しておられました。

福祉関係計画の策定について答申書提出
　介護保険事業計画等策定委員会会長（写真１）
から高齢者福祉計画及び第８期介護保険事業
計画の策定について、障害者計画等策定委員
会委員長（写真２）から障害者計画、第６期障
害福祉計画及び第２期障害児福祉計画の策定
についての答申書が町長へ提出されました。

町指定無形文化財「砥部焼」新たに３人を認定
　町指定無形文化財「砥部焼」の技術保持者
として西岡秀典さん（写真１）、二宮好史さん
（写真２）、白石久美さん（写真３）が認定さ
れました。３人は、砥部焼の高度な技術、作
品受賞歴、砥部焼業界への貢献などを総合的
に判断して認定されたものです。１ ２ ３

日程　２月 26日　問社会教育課☎（962）5952

日程　３月１日　問介護福祉課☎（962）7255

日程　３月 10日　場所　町役場　問介護福祉課☎（962）7255

あそびべ、とべ。ニュース

日程　３月８日
場所　町役場
問社会教育課☎（962）5952

１ ２
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ひめっこアートフェスティバル 2020
　とべもりジップラインオープ
ニング式典と合わせて、えひめ
愛顔の子ども芸術祭ひめっこ
アートフェスティバル2020の
表彰式が開催されました。
　砥部中学校美術部の作品「生
命力」が砥部町長賞、「妖精の
命が宿る隠れ家」が優秀賞を受

賞し、賞状と記念品が贈られま
した。作品は、こどもの城の敷
地内に常設展示されます。

区
長
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称
略
）

問
企
画
政
策
課
地
域
振
興
係
☎
（
９
６
２
）
７
２
５
０

○
麻
生
地
区

地
区
名

氏　
名

八　
倉

武
智　
俊
和

重　
光

西
松　
伸
一

拾　
町

稲
荷　
和
重

麻　
生

門
田　
秀
一

三　
角

相
田　
裕
司

八　
瀬

中
村　
公
生

県
団
地

渕
川　
隆
士

上　
野

西
山　
敏
雄

高
尾
田

門
田　
誠

南
ケ
丘
北

白
石　
紀
子

南
ケ
丘

中
井
由
紀
子

原　
町

泉　
俊
次

上
原
町

渡
邊　
功

○
宮
内
地
区

○
砥
部
地
区

○
広
田
地
区

地
区
名

氏　
名

頭
ノ
向

中
塚　
幸
夫

あ
か
が
ね

酒
井　
誠
二

大　
畑

大
野　
哲
郎

川
井
団
地

大
平　
浩
一

川　
井

藤
田　
信
雄

地
区
名

氏　
名

向
南
台

佐
伯　
有
二

富　
士

奥
嶋　
信
博

北
川
毛

竹
前　
誠
人

五
本
松

住
山　
英
一

外　
山

坂
本　
一
郎

射　
場

堀
池　
学

戎

中
塚　
清
史

上
ノ
山

山
本　
照
夫

中　
通

稲
田　
憲
治

客

福
岡　
浩
之

地
区
名

氏　
名

満　
穂

西
岡　
浩
二

篠　
谷

船
田　
和
明

玉　
谷

中
村　
馨

大
内
野

松
永　
公
一

中
野
川

日
ノ
岡
光
政

仙　
波

谷
川　
勝
彦

多
居
谷

髙
岡　
清

総
津
１

奥
元　
壽
夫

総
津
２

平
野　
和
富

総
津
３

水
川　
規
良

高　
市

上
岡　
洋
一

地
区
名

氏　
名

七　
折

入
江　
健
市

大
角
蔵

竹
内　
勝

山　
並

村
上　
達

永
立
寺

渡
部　
裕
太

さ
か
え

中
嶋
富
美
雄

幸　
田

西
藤　
彰
剛

上
南
台

北
野　
大
輔

宮　
内

森　
茂
樹

千　
足

稲
田　
正
二

地
区
名

氏　
名

天　
神

木
村　
員
美

大　
谷

大
岡　
義
則

久
保
田

平
岡　
啓
二

岩
谷
口

笹
山　
準
一

岩　
谷

中
塚　
広
之

大　
平

西
岡　
龍
一

川　
下

佐
川
裕
一
郎

川　
中

佐
川　
稔
秋

川　
上

門
田　
卓
美

万　
年

関
口　
誠
孝

ボーイスカウトとあそぼう！ワクワク自然体験あそび
　ボーイスカウト砥部第１団主
催の「ボーイスカウト流防災教
室」が開催されました。
　幼稚園年長～小学校３年生を
対象に、マッチで火おこし、炊
飯袋で炊飯、野外炊事、新聞紙
スリッパ作り、簡易担架作りを
自然の中で体験しました。

　ボーイスカウトで身に着けた
スキルは、災害時にも役に立つ
知識や技能がたくさんありま
す。

日程　３月 13日
場所　えひめこどもの城

日程　３月７日
場所　さかえ集会所

お
知
ら
せ
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男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
町
民
・
事

業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
現
在
の
社

会
情
勢
等
を
踏
ま
え
、「
第
２
次
砥
部
町

男
女
共
同
参
画
計
画
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
、

地
域
、
企
業
、
学
校
、
行
政
な
ど
が
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

基
本
目
標

　

男
女
が
共
に
個
性
と
能
力
を
発
揮

し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
で
き
る
ま

ち主
要
課
題

①
男
女
の
人
権
尊
重
と
意
識
の
改
革

②
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
の

整
備

③
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の

参
画
拡
大

④
仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
支
援

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
計
画
全
文
や

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
☎
（
９
６
２
）
７
２
５
０

第
２
次
砥
部
町
男
女

共
同
参
画
計
画
を
策
定

　
松
山
圏
域
（
松
山
市
、
伊
予
市
、
東

温
市
、
久
万
高
原
町
、
松
前
町
、
砥
部

町
）
が
連
携
し
て
地
域
経
済
を
活
性
化

し
、
魅
力
あ
る
圏
域
を
形
成
す
る
た
め
、

平
成
28
年
７
月
８
日
に
、
連
携
協
約
を

締
結
す
る
と
と
も
に
、
圏
域
の
将
来
像

や
基
本
方
針
な
ど
を
定
め
た
「
ま
つ
や

ま
圏
域
未
来
共
創
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
第
１
期
の
５
年
間
で
、
圏
域
市
町
は
、

圏
域
の
持
続
的
発
展
と
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
て
「
圏
域
全
体
の
経
済
成
長

の
け
ん
引
」、「
高
次
の
都
市
機
能
の
集

積
・
強
化
」、「
圏
域
全
体
の
生
活
関
連

機
能
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
に
関
す
る

具
体
的
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
各
市
町
が
個
別
に
取

り
組
む
よ
り
も
効
果
的
に
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
た
ほ
か
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
や
行
政
間
の
交
流
に
よ
る
業

務
の
効
率
化
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有
が
進

む
な
ど
の
効
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
松
山
圏
域
で
も
人
口

は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は

従
来
の
よ
う
な
行
政
の
あ
り
方
が
徐
々

に
通
用
し
な
く
な
る
懸
念
が
あ
り
、
圏

域
が
未
来
に
向
か
っ
て
持
続
し
て
い
く

た
め
に
も
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
模

索
し
つ
つ
、
圏
域
住
民
の
一
体
感
を
醸

成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を
最

大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
連
携
に
よ
り

互
い
に
補
完
し
あ
う
こ
と
で
、
圏
域
全

体
の
魅
力
向
上
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
28
年
度
に
策
定
し

た
「
ま
つ
や
ま
圏
域
未
来
共
創
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
引
き
続
き
、
圏
域
の
目
指
す
べ

き
将
来
像
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
具
体

的
取
り
組
み
を
掲
げ
た
「
第
２
期
ま
つ

や
ま
圏
域
未
来
共
創
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

問
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
☎
（
９
６
２
）
７
２
５
０

第
２
期
ま
つ
や
ま
圏
域
未
来
共
創
ビ
ジ
ョ
ン
（
２
０
２
１
～
２
０
２
５
年
度
）

第２期まつやま圏域未来共創ビジョン
松山圏域の将来像

～四国カルストから道後、瀬戸内へ～
やま・まち・うみ・ひと、暮らし彩る

みんなの松山圏

圏域づくりの基本方針
①圏域全体の経済成長のけん引
　●�市町の特長を生かした一体的な産業振興と
企業活動支援

　●�農林水産物のブランド化と6次産業化によ
る販路拡大

　●山・街・海をつなぐ広域観光の推進
②高次の都市機能の集積・強化
　●安全・安心の圏域づくり
　●広域的公共交通網の構築と圏域拠点の整備
　●圏域における課題解決機能の向上
③圏域全体の生活関連機能サービスの向上
　●医療・介護・福祉サービスの充実
　●結婚・出産・子育て支援の充実
　●文化・スポーツ施策等を通じた圏域の活性化
　●災害対策の推進
　●環境保全施策の推進
　●暮らしたい・戻りたいと思える圏域づくり
　●圏域内行政サービス効率化等の推進

▲
詳しくは
こちら

［松山圏域における人口将来展望］
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住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
率
調
査
の

た
め
、消
防
職
員
が
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
期
間　
５
月
中

対
象　
町
内
70
世
帯
以
上

調
査
員　
砥
部
消
防
署
・
広
田
出
張
所

の
消
防
職
員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
状
況

に
よ
り
、
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
砥
部
消
防
署
☎（
９
６
２
）２
１
１
９

　
広
田
出
張
所
☎（
９
６
９
）２
１
２
１

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
率
調
査
を
実
施

【
特
設
人
権
相
談
】

　
差
別
、
虐
待
、
い
じ
め
な
ど
、
人
権

問
題
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
程　
６
月
１
日
火

場
所　
中
央
公
民
館
、
広
田
老
人
憩
い

の
家

時
間　
９
時
～
12
時

【
町
の
人
権
擁
護
委
員
】（
敬
称
略
）

○
中
川
文
枝
○
佐
野
洋
子
○
日
野
長
治

○
金
井
宏
之
○
影
浦
礼
一
○
向
井
京
子

○
日
浦
昭
二

問
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
☎（
９
６
２
）５
９
５
２

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

選挙人名簿と在外選挙人名簿の閲覧状況の公表
　令和２年度における閲覧状況は次のとおりです。
問砥部町選挙管理委員会☎（９６２）６１１０

閲覧月日 申出者の氏名
代表者氏名または管理人氏名

利用目的の概要 閲覧に係る範囲
主たる事務所所在地

６月２日 一般社団法人
新情報センター

事務局長　平谷伸次 政治・選挙に関
する統計調査 第４投票区登録者

東京都渋谷区恵比寿1丁目19番15号

６月 29日 ながえ孝子事務所
永江孝子

政治活動 第３投票区登録者
第４投票区登録者松山市喜与町 1-5-4

８月５日 愛媛県中予地方局
－ 政治・選挙に関

する世論調査
第２投票区登録者
第４投票区登録者－

９月 17日 市川正彦
－ 政治・選挙に関

する統計調査
第１～第６投票区�
登録者－

９月 28日 一般社団法人
新情報センター

事務局長　山本恭久 政治・選挙に関
する統計調査 第２投票区登録者

東京都渋谷区恵比寿1丁目19番15号

11月６日 読売新聞東京本社
編集局　世論調査部

世論調査部長　湯本浩司 政治・選挙に関
する世論調査 第２投票区登録者

東京都千代田区大手町 1-7-1
11 月 30日
12月１日
12月 22日
１月４日

松﨑浩司
－

政治活動 第１～第４投票区
登録者－

12月７日 佐々木公博
－

政治活動 第１～第４投票区
登録者－

12月 25日株式会社サーベイリサーチセンター
広島事務所所長　原田一臣 政治・選挙に関

する学術調査 第３投票区登録者
広島県広島市中区立町 2-29

１月８日
１月 12日 柿本正

－
政治活動 第２～第４投票区

登録者－

１月 25日 株式会社愛媛新聞社
代表取締役　土居英雄 政治・選挙に関

する世論調査
第３投票区登録者
第４投票区登録者松山市大手町 1-12-1

２月９日 一般社団法人
新情報センター

事務局長　山本恭久 政治・選挙に関
する統計調査 第２投票区登録者

東京都渋谷区恵比寿1丁目19番15号

▲
詳しくはこちら
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子
育
て
を
応
援
す
る
ア
プ
リ
「
と
こ

と
こ
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
登
録
、
利
用
は
無
料
で
す
。

主
な
機
能　

○
予
防
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
自
動
作
成

○
す
く
す
く
相
談
、
む
し
歯
予
防
教
室
、

ほ
っ
と
マ
マ
ひ
ろ
ば
の
利
用
予
約
○
子

育
て
に
必
要
な
施
設
や
病
院
の
情
報
を

校
区
別
に
検
索
○
お
子
さ
ん
の
成
長
記

録

利
用
方
法

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

町
公
式
ア
プ
リ
子
育
て
応
援
ナ
ビ　
と
こ
と
こ

　
県
で
は
、
４
月
か
ら
６
月
を
「
不
正

大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
」
期
間
と
定
め
、

不
正
栽
培
お
よ
び
自
生
の
大
麻
・
ケ
シ

の
撲
滅
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
に
中
予
保
健
所
管
内

で
、
不
正
ケ
シ
が
１
９
，
６
９
５
本
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
多
く
は
自
生
の

「
ア
ツ
ミ
ゲ
シ
」
で
す
。

　
発
見
し
た
と
き
は
、
保
健
所
や
生
活

環
境
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
県
中
予
保
健
所
企
画
課
☎（
９
０
９
）
８
７
５
５

　
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
☎（
９
６
２
）
７
４
４
６

植
え
て
は
い
け
な
い
ケ
シ

ア
ツ
ミ
ゲ
シ
（
セ
テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
）

　
花
は
薄
紫
色
の
花
び
ら

４
枚
。
葉
、
茎
、
つ
ぼ
み

は
濃
い
緑
色
、
草
丈
は
10

～
１
０
０
㌢
程
度
。

ケ
シ
（
ソ
ム
ニ
フ
ェ
ル
ム
種
）

　

花
は
桃
色
の
八
重
咲
。

葉
、
茎
、
つ
ぼ
み
は
キ
ャ

ベ
ツ
葉
の
よ
う
な
白
味
を

帯
び
た
緑
色
。
草
丈
は

１
０
０
～
１
６
０
㌢
程
度
。

「
ケ
シ
」
に
ご
注
意

　
県
が
身
体
障
害
者
の
社
会
参
加
を
促

進
す
る
た
め
、身
体
障
害
者
補
助
犬
（
盲

導
犬
、
介
助
犬
、
聴
導
犬
）
１
頭
を
給

付
し
ま
す
。

対
象　
補
助
犬
の
給
付
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
身
体
障
害
者
の
要
件
は
介
護

福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
補
助
犬
給
付
申
請
書
、
誓

約
書
、
補
助
犬
飼
育
承
認
書
（
必
要
な

場
合
の
み
）
に
、
住
民
票
抄
本
、
就
労

証
明
書
か
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
を
添
付

し
、
介
護
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　
申
請
書
は
介
護
福
祉
課
で
配
布
し
ま

す
。

※
申
請
書
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　
５
月
14
日
金

※
申
請
し
て
も
給
付
候
補
者
と
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
介
護
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
☎（
９
６
２
）７
２
５
５

身
体
障
害
者
補
助
犬
給
付
事
業

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
以
外
の
機
器
か
ら

　
 https://tobe-tow

n.city-hc.jp

※
通
信
費
・
パ
ケ
ッ
ト
料
金
は
ご
自
身

で
の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

問
保
険
健
康
課
健
康
増
進
係
☎（
９
６
２
）６
８
８
８

　
町
で
は
、
45
人
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
と
３
人
の
主
任
児
童
委
員
が
、
町

民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域

に
暮
ら
す
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

社
会
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談

に
乗
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
内
容
に
応

じ
て
、
町
の
窓
口
や
社
会
福
祉
協
議
会
、

児
童
相
談
所
な
ど
、
関
係
機
関
を
は
じ

め
、
必
要
な
支
援
へ
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
法
律

に
よ
る
守
秘
義
務
が
課
さ
れ
て
お
り
、

活
動
上
で
知
っ
た
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
お
住
ま
い
の
地
区
を
担
当
す
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
介
護
福
祉
課
社
会
福
祉
係
☎（
９
６
２
）７
２
５
５

５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

▲
詳しくは
HPを確認

民生委員・児童委員の
マーク
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平
日
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

手
続
き
が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
受

付
時
間
の
延
長
と
休
日
受
付
を
行
い
ま

す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
・
交
付
申
請
を
し
た
い
人
は
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
住
民
票
・
印
鑑
・
戸
籍
な
ど

の
証
明
書
の
発
行
も
行
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
６
日
日
９
時
～
13
時

　
　
　
６
月
17
日
木
17
時
15
分
～
19
時

場
所　
戸
籍
税
務
課

取
扱
業
務

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
・
交
付
・
更
新
申
請

○
住
民
票
・
印
鑑
・
戸
籍
な
ど
の
証
明

書
の
発
行

受
け
取
り
に
必
要
な
も
の

○
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

○
通
知
カ
ー
ド

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
交
付
申
請
の
場
合
は
、
必
要
な
も
の

が
申
請
者
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
戸
籍
税
務
課
住
民
係
☎（
９
６
２
）
２
０
２
６

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の
時
間
延
長
と
休
日
窓
口
を
開
設

課
長
級　
◆
広
田
支
所
長
（
社
会
教
育

課
長
）町
田
忠
彦
◆
保
険
健
康
課
長（
保

健
セ
ン
タ
ー
長
）
○
篠
原
万
喜
枝
◆
介

護
福
祉
課
長
（
介
護
福
祉
課
長
兼
高
齢

者
福
祉
係
長
）
松
下
寛
志
◆
商
工
観
光

課
長
（
商
工
観
光
課
長
兼
伝
統
産
業
会

館
長
）
髙
橋
桂
◆
農
林
課
長
（
保
険
健

康
課
長
）
池
田
晃
一
◆
社
会
教
育
課
長

（
広
田
支
所
長
）
山
本
勝
彦

課
長
補
佐
級
◆
保
健
セ
ン
タ
ー
長
（
介

護
福
祉
課
長
補
佐
兼
社
会
福
祉
係
長
）

中
山
晃
志
◆
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事

務
長
（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
補
佐
兼

農
地
係
長
）
矢
野
透
◆
介
護
福
祉
課
長

補
佐
兼
社
会
福
祉
係
長
（
議
会
事
務
局

長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）
楠
耕
一
◆
介
護

福
祉
課
長
補
佐
（
介
護
福
祉
課
専
門
員

兼
障
が
い
福
祉
係
長
）
○
佐
々
木
毅
◆

子
育
て
支
援
課
長
補
佐
（
子
育
て
支
援

課
長
補
佐
兼
子
ど
も
福
祉
係
長
）
岩
田

恵
子
◆
宮
内
保
育
所
長
（
麻
生
保
育
所

副
所
長
）
○
堀
江
直
美
◆
砥
部
こ
ど
も

園
長
（
砥
部
こ
ど
も
園
副
園
長
）
○
梶

原
奈
緒
子
◆
広
田
保
育
所
長
（
宮
内
幼

稚
園
副
園
長
）
○
渡
部
悦
子
◆
生
活
環

境
課
長
補
佐
兼
ご
み
対
策
係
長
（
戸
籍

税
務
課
専
門
員
兼
収
納
係
長
）
○
窪
田

芳
浩
◆
宮
内
幼
稚
園
長
（
宮
内
保
育
所

副
所
長
）
○
近
藤
富
美

新
規
採
用
者
◆
戸
籍
税
務
課
主
事　
石

船
俊
太
◆
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師　
井

上
朋
恵
◆
介
護
福
祉
課
主
事　
林
翔
太

◆
麻
生
保
育
所
保
育
士　
林
映
里
香
◆

宮
内
保
育
所
保
育
士　
星
加
真
希
◆
建

設
課
主
事　
大
江
友
理
奈
◆
建
設
課
技

師　

山
本
仁
虹
◆
生
活
環
境
課
主
事

原
田
め
ぐ
み
◆
上
下
水
道
課
主
事　
丸

谷
達
矢
◆
宮
内
幼
稚
園
教
諭　
武
田
み

ず
ほ

退
職
者
◆
大
内
均
（
農
林
課
長
）
◆
後

藤
靖
彦
（
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
務

長
）
◆
藤
岡
眞
弓
（
宮
内
保
育
所
長
）

◆
海
野
恵
子
（
砥
部
こ
ど
も
園
長
）
◆

竹
場
佐
惠
（
広
田
保
育
所
長
）
◆
大
野

敏
子
（
宮
内
幼
稚
園
長
）
◆
中
野
ゆ
か

り
（
学
校
教
育
課
専
門
員
兼
学
校
教
育

係
長
）

※
（　
）
内
は
旧
任
、
○
は
昇
任

問
総
務
課
人
事
係
☎（
９
６
２
）６
１
１
０

人
事
異
動

４
月
１
日
付
け
で
、
職
員
の
人
事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
規
採
用
者

産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度

　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す

る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
（
多
胎
妊

娠
の
場
合
は
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産

日
が
属
す
る
月
の
３
カ
月
前
か
ら
６
カ

月
間
）
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

対
象　
「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」

で
出
産
日
が
平
成
31(

２
０
１
９)
年
２

月
１
日
以
降
の
人

申
請
方
法　
出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前

か
ら
届
出
可
能
で
す
。
出
産
予
定
日
が

確
認
で
き
る
も
の
（
母
子
健
康
手
帳
な

年
金
情
報

ど
）
を
お
持
ち
の
う
え
、
保
険
健
康
課

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
保
険
健
康
課
保
険
年
金
係
☎
（
９
６
２
）
７
０
５
７

松
山
西
年
金
事
務
所
☎
（
９
２
５
）
５
１
０
５

［
自
動
音
声
案
内
］
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募
集
人
数　
２
人

職
務
内
容　
町
の
男
女
共
同
参
画
の
推

進
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
意
見
交
換

や
審
議
を
行
う
。

任
期　
７
月
１
日
～
令
和
５
年
６
月
30
日

資
格　
○
町
内
在
住
で
、
20
歳
以
上
の

人
○
町
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
（
３

つ
以
上
）
で
な
い
人
○
町
議
会
議
員
、

行
政
委
員
会
委
員
、
町
職
員
で
な
い
人

○
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き

る
人

募
集
期
限　
５
月
31
日
月
ま
で
の
８
時

30
分
～
17
時
15
分
（
土
・
日
、
祝
日
を

男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会
委
員

除
く
）

選
考
方
法　
書
類
審
査
の
上
、
選
考
し

ま
す
。

申
込
方
法　
企
画
政
策
課
と
広
田
支
所

に
あ
る
応
募
用
紙
を
、
企
画
政
策
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
よ
る
提
出
も
可
）�

※
応
募
用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
企
画
政
策
課
企
画
政
策
係
☎（
９
６
２
）
７
２
５
０

　
（
９
６
２
）
４
２
７
７

〒
７
９
１-

２
１
９
５　
宮
内
１
３
９
２

　

020kikaku@
tow
n.tobe.ehim

e.jp

FAX

　
６
月
１
日
現
在
で
、
事
業
所
・
企
業

を
対
象
に
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

調
査
票
配
布
期
間　
５
月
中
旬
～
下
旬

配
布
方
法　

○
支
社
な
ど
が
な
い
単
独
事
業
所
お
よ

び
新
設
事
業
所
は
、
調
査
員
が
訪
問
配

布○
支
社
が
あ
る
企
業
な
ど
は
、
国
が
本

社
に
ま
と
め
て
郵
送
配
布

回
答
方
法
と
期
限

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答　
６
月
８
日
火

紙
の
調
査
票
で
の
回
答
（
郵
送
提
出
）

６
月
10
日
木
必
着

問
企
画
政
策
課
情
報
化
推
進
係

☎
（
９
６
２
）
７
２
５
０

　

町
内
の
小
・
中
学
校
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

学
習
活
動
支
援

　
授
業
や
放
課
後
の
時
間
に
、
子
ど
も

た
ち
の
学
習
を
見
守
り
ま
す
。

○
砥
部
中
学
校　
毎
週
火
曜
日
・
木
曜

日○
麻
生
小
学
校　
毎
週
月
曜
日

○
宮
内
小
学
校　
毎
週
金
曜
日

○
砥
部
小
学
校　
毎
週
木
曜
日

○
広
田
小
学
校　
適
宜

と
べ
っ
子
志
縁
倶
楽
部
会
員読

書
活
動
支
援

　
学
校
の
図
書
館
運
営
の
手
伝
い
を
し

ま
す
。

○
砥
部
中
学
校　
平
日
毎
日(

昼
休
み)

○
広
田
小
学
校　
適
宜

登
下
校
の
見
守
り
活
動

　
通
学
路
で
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
や

あ
い
さ
つ
運
動
を
し
ま
す
。

対
象　
町
内
在
住
の
人

問
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
社
会
教
育

課
内
）
☎
（
９
６
２
）
５
９
５
２

募
集
人
数　
２
人

資
格　
健
康
で
体
力
に
自
信
の
あ
る
人

勤
務
場
所　
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

勤
務
日
・
時
間　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、

学
校
長
期
休
業
中
を
除
く
）・
８
時
～
16

時
45
分

雇
用
期
間　
雇
用
日
～
翌
年
３
月
31
日

賃
金　
日
給
６
，
７
７
９
円

手
当
な
ど　
健
康
保
険
・
厚
生
年
金
・

雇
用
保
険
の
加
入
制
度
あ
り
、
期
末
手

当
あ
り

通
勤
距
離
２
㌔
以
上
は
通
勤
手
当
を
支

給 学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
員募

集
期
限　
随
時

採
用
方
法　
書
類
お
よ
び
面
接
に
よ
り

決
定

面
接
日　
随
時

申
込
方
法　
履
歴
書
（
写
真
を
貼
る
）

を
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。（
郵
送
に
よ
る
提
出
も
可
）

問
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

☎
（
９
６
２
）
２
２
４
０

〒
７
９
１-

２
１
４
１　
岩
谷
口
４
６
０

募
集
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。
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坂村真民記念館

文化会館

砥部焼伝統産業会館

問砥部焼伝統産業会館　☎（９６２）６６００

▼砥部焼　端午の節句とこどもの日
　まつり
　窯元が子どもの健やかな成長を願い作った、
かぶとやこいのぼりなど、端午の節句に関連し
た作品を展示・販売します。
期間　５月９日日まで
場所　１階ロビー（入館無料）

▼開館９周年記念特別展
　「海野阿育と坂村真民の世界～版画かれ
　んだあに描かれた真民詩～」展
期間　６月 13日日まで

問坂村真民記念館　☎（９６９）３６４３

▼開館 20 周年記念事業　「細田真子＆
　三村哲子　２台ピアノ故里公演」
　本町出身のピアニスト細田真子さんと、京都
府出身の三村哲子さんによる２台ピアノ演奏会
です。クラシック曲を中心に美しい音色をお楽
しみください。
日時　６月 27日日 14時（開場 13時）
場所　ふれあいホール
入場料（全席自由）　一般　3,000 円（前売り
2,500 円） ／高校生以下　1,500 円（前売り
1,000 円）
申込方法　文化会館他各プレイガイドで購入

問文化会館　☎（９６２)７０００

イベント

とべ動物園

問とべ動物園　☎（９６２）６０００

▼ ヒツジの毛刈り
　ヒツジのお話をしながら、毛刈りの実演を行
います。この機会にヒツジについて詳しくなり
ませんか？
日時　５月 9日日 13時 30分～（雨天決行）
場所　ふれあい広場

えひめこどもの城
▼ 紙ヒコーキを折ろう！
　いろいろな種類の紙ヒコーキを折って飛ばし
てみよう♪滞空時間世界一のスカイキングも折
れるよ！（参加人数を制限する場合があります）
日時　５月９日日 10 時～ 11 時 30 分 /13 時
30分～ 15時
場所　あいあい児童館２階多目的ホール
申込方法　当日受付
問えひめこどもの城　☎（９６３）３３００

新型コロナウイルス感染症の拡大の状況により、実施する催し物や施設の利用など、
変更する場合があります。ご利用の際は事前にご確認ください。

ウ
ン
と
ス
ン（

真
民
67
歳
）

か
な
し
い
と
き
は

石
で
も
声
を
出
し

う
れ
し
い
と
き
は

馬
で
も
笑
う

ウ
ン
と
も

ス
ン
と
も

言
わ
な
い
人
間
は

ほ
ん
と
に
生
き
て
な
い

証
拠
だ
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　問い合わせ
①子育て支援課子育て支援センター係　☎（９０７）５６６５
②とべファミサポ事務局　☎（９６２）１９８８
③砥部児童館　☎（９６２）２８６８
④麻生児童館　☎（９５８）５１８７
⑤ぽっかぽか　☎（９５８）３４０５
⑥家庭教育支援コーディネーター　☎０９０（８２８５）７６０４
⑦愛育幼稚園　☎（９６２）２２２４

新型コロナウイルス感染症の拡大の状況により、実施する催し物や施設の利用など、変更する場合があ
ります。ご利用の際は、事前に各施設にご確認ください。

ぽっかぽか☎ 090（8285）7604家庭教育支援コーディネーター麻生児童館
育児サークル（おしゃべり恐竜くらぶ）
　乳幼児親子の育児サークルです。同じ年頃
の子どもたちといろいろな教育相談や体験が
できます。（随時、会員申込受付中）
　活動日　毎月第１火曜日（６月１日火スタート）
　場所　保健センター
　対象　町内在住の未就園児と保護者
　申し込み・問い合わせ
　NPO法人とべ子育て支援団体ぽっかぽか

　３月７日、えひめこどもの城で、麻生児童
館民話劇サークルが、砥部の民話「エンコと
アマゴイ」を上演しました。劇の最後には竜
が出てきて会
場内を練り歩
き、観客から
拍手がわき起
こりました。

名称 開催日 時間 場所 対象 内容 問
子育てサロン
♪ポレポレ♪ 11日火 ９時30分～

11時 30分
商工会館２階
大研修室

乳幼児と保護者
親子遊びの場を提供します

②

おやこ広場
♪ハグハグ♪

（天候不良のときは
中止になります）

６ 日木

10時～ 11時

宮内幼稚園

①
18日火 宮内保育所

19日水 麻生保育所

20日木 砥部こども園

26日水 麻生幼稚園

園庭開放 毎週火水
９時～12時 愛育幼稚園 ⑦

ダビデ組 22日土
どなたでも

中庭マルシェ １ 日土 終日

麻生児童館

50周年イベント

④
あかちゃんたいむ 12日水 10時 30分～ 乳幼児と保護者 手遊び、絵本の読み聞かせなど

ぐーちょきぱぁ 18日火 13時～ 未就学児と保護者 巧技台で遊ぼう

ママたいむ 26日水
10時 30分～

事前申込者 寄せ植えをしよう

ぽっかぽか

12日水

高尾田あったか
広場

事前申込者（５組）ガラス瓶のリメイク

⑤

13日木 11時～ 当日申込者（先着順）あんまやさん

19日水 10時 30分～ 事前申込者（５組）防災について「子育て世代のマイタイムラインを作ろう」

21日金
10時～ 事前申込者 体操

14時～ 事前申込者（３人）体のゆがみチェック
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図書館だより

☎（９６２）４４００
砥部町立図書館

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

　

男
た
ち
に
示
そ
う
。
た
じ
ろ
が
な

い
女
の
姿
を
。
母
・
義
姫
、
妻
・
愛
姫
、

保
姆
・
片
倉
喜
多
な
ど
、
独
眼
竜
政

宗
を
照
ら
し
出
す
戦
国
の
女
た
ち
の

生
き
様
を
描
い
た
連
作
短
編
集
。『
歴

史
街
道
』
掲
載
に
書
き
下
ろ
し
を
加

え
て
書
籍
化
。

　

野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
い
、
メ
イ
ン

と
し
て
が
っ
つ
り
食
べ
ら
れ
る
料
理

か
ら
、
も
う
一
品
に
最
適
な
副
菜
、

作
り
お
き
で
き
る
も
の
ま
で
、
大
量

消
費
す
る
レ
シ
ピ
を
３
０
４
品
提
案
。

野
菜
デ
ー
タ
や
冷
蔵
・
冷
凍
の
保
存

方
法
も
紹
介
す
る
。

『伊達女』
佐藤巖太郎

PHP 研究所　刊

『野菜たっぷり大量 
 消費レシピ 304』

阪下　千恵
新星出版社　刊

　
出
版
社
課
長
・
秋
吉
の
耳
に
、
優
等

生
だ
っ
た
幹
部
の
息
子
が
謎
の
転
落

死
を
遂
げ
た
と
の
報
せ
が
届
く
。「
悼

む
に
悼
め
な
い
」
社
内
事
情
と
は
？

そ
し
て
、
志
を
も
っ
て
教
育
事
業
を

推
進
し
て
き
た
秋
吉
の
運
命
は
？

『白日』
月村　了衛

KADOKAWA　刊

休館日

おはなし会

にこにこほっぺのおはなし会

ひろたのみんなのおはなし会

●５月の予定●

●開館時間●
9：00 ～ 18：00

　
５
月
７
日
か
ら
砥
部
焼
を
題
材
に
し

た
映
画
「
未
来
へ
の
か
た
ち
」
が
公
開

さ
れ
ま
す
。

　

井
上
正
夫
も
演
劇
「
焔(

ほ
の
お)

の
人
」
と
い
う
作
品
で
砥
部
焼
の
窯
だ

き
職
人
を
演
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
焔
の
人
」
は
八
木
隆
一
郎
作
の
演

劇
で
、
１
９
３
８
（
昭
和
13
）
年
11
月
、

明
治
座
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
八
木
は

こ
の
作
品
を
書
く
た
め
、
砥
部
に
滞
在

し
窯
場
の
見
学
を
し
た
と
い
い
ま
す
。

　
井
上
は
、
平
山
碧
山
（
窯
元
の
主
人
）

の
下
で
働
く
由
利
雁
市
の
役
を
演
じ
て

い
ま
す
。
雁
市
は
碧
山
が
亡
く
な
っ
た

後
、
そ
の
息
子
、
敬
吾
が
量
産
へ
の
道

を
歩
も
う
と
す
る
の
に
反
対
し
ま
す
。

雁
市
の
息
子
、
儀
市
も
同
じ
窯
場
で
働

い
て
お
り
、
敬
吾
の
や
り
方
に
見
切
り

を
付
け
、
一
緒
に
神
戸
へ
出
よ
う
と
雁

市
を
誘
い
ま
す
が
、
雁
市
は
断
り
ま
す
。

職
人
で
あ
る
こ
と
を
望
み
質
の
高
い
焼

き
物
を
作
り
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
窯

を
た
き
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
大
正
時
代
の
初
め
を
舞
台
に
し
た
こ

の
作
品
は
、
量
産
へ
向
か
っ
て
い
く
当

時
の
砥
部
焼
業
界
を
反
映
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
頃
、
弟
に
宛
て
た
井
上
の
手
紙

に
は
、「
砥
部
の
唐
津
山
（
砥
部
焼
の

窯
元
の
こ
と
）
の
芝
居
を
や
っ
て
居
る
、

八
木
君
の
か
い
た
脚
本
大
評
判
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。

　
井
上
は
、
祖
父
、
小
坂
藤
吉
が
砥
部

焼
の
陶
工
で
、
父
、
小
坂
春
吉
が
砥
部

焼
の
商
売
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

幼
い
頃
か
ら
砥
部
焼
に
な
じ
み
が
あ
っ

た
た
め
、
砥
部
焼
の
作
品
に
出
演
す
る

こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

�

（
学
芸
員　
宮
本
直
美
）

日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 101112131415
16171819202122
23242526272829
3031

新
着
紹
介

『
浅
草
迄
』�
北
野　
　
武

『
い
つ
の
空
に
も
星
が
出
て
い
た
』�

佐
藤
多
佳
子

『
き
の
う
の
オ
レ
ン
ジ
』�

藤
岡　
陽
子

『
と
わ
の
庭
』�

小
川　
　
糸

『
湖
の
女
た
ち
』�

吉
田　
修
一

『
夢
七
日　
夜
を
昼
の
國
』�

『
み
が
わ
り
』�

青
山　
七
恵

『
コ
ー
チ
』�

堂
場　
瞬
一

『
た
べ
る
生
活
』�

群　
よ
う
こ

『
寂
聴
残
さ
れ
た
日
々
』�

瀬
戸
内
寂
聴

い
と
う
せ
い
こ
う

「
焔
の
人
」（
雁
市
役
）

役
者
　
井
上
正
夫
問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係

　
☎
（
９
６
２
）
５
９
５
２

〈おわびと訂正〉
広報とべ４月号15ページ「高森三島神社本殿、附棟札（町指定建造物）」の
写真に誤りがありました。訂正しおわび申し上げます。�正しい写真はこちら▶
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問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
☎（
９
６
２
）
５
９
５
２

　
軸
を
中
心
と
し
て
指
で
ひ
ね
っ
た
り
、
ひ
も
を

軸
や
胴
体
に
か
け
て
投
げ
た
り
し
て
、
回
し
て
遊

び
ま
す
。（
写
真
１・
２
）
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
や

形
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。（
写
真
３
）

　
世
界
各
地
で
古
く
か
ら
見
ら
れ
ま
す
が
、
日
本

で
は
平
安
時
代
に
は
、
む
ち
で
叩
い
て
回
す
ぶ
ち

ご
ま
が
大
陸
か
ら
伝
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
江

戸
時
代
に
な
っ
て
庶
民
に
広
ま
り
ま
し
た
。

　
家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
の
普
及
な
ど
に
伴
っ
て
、
昭

和
後
期
に
は
商
品
と
し
て
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
今
で
も
親
し
ま
れ
る
お
も
ち
ゃ
で

す
。

昭
和
30
年
代
の
こ
ま（
砥
部
む
か
し
の
く
ら
し
館
所
蔵
）

１

２３

む
か
し
の
遊
び

　
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
が
接
種
で
き

る
。
後
日
全
額
返
金
す
る
の
で
、
お
金
を
振
り

込
む
よ
う
に
」
と
保
健
所
を
名
乗
る
電
話
が
あ
っ

た
。

◆
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
無
料
で
す
。
接
種
費
用
は

「
全
額
公
費
」
で
す
。
役
場
か
ら
「
接
種
券
」「
接

種
の
お
知
ら
せ
」
が
届
き
ま
す
。

◆
電
話
・
メ
ー
ル
で
「
個
人
情
報
」
を
求
め
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
厚
生
労
働
省
新
型
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
☎
０
１
２
０
（
７
６
１
）
７
７
０

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

問
相
談
窓
口（
商
工
観
光
課
内
）
☎（
９
６
２
）２
３
６
７

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

消
費
者
力
ア
ッ
プ
通
信

相談事例アドバイス

俳
句

川
柳

砥
　
部
　
句
　
会

川 

柳 

と 

べ 

吟 

社

「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
詐
欺
」
に
注
意
！

這は

ひ
這
ひ
は
母
の
膝
ま
で
温
か
し�

渡
部
　
洋
三

野
地
蔵
に
饅ま
ん
じ
ゅ
う頭ひ
と
つ
あ
た
た
か
し�

大
西
　
一
教

幼
児
の
仕
草
見
惚
れ
る
春
の
空�

菊
池
　
明
美

蓬よ
も
ぎ
も
ち餅
部
屋
い
つ
ぱ
い
香
り
け
り�

　
　
　
　
　

朧ろ
う
ろ
う々

と
山
ふ
と
こ
ろ
の
登
窯	

篠
崎
　
伶
子

あ
た
た
か
や
歳
時
記
に
遇あ

ふ
師
の
一
句�

　
　
　
　
　

朝
の
東こ

ち風
一
筋
町
を
軋き
し
ま
せ
て�

中
岡
セ
ツ
コ

鶏
小
屋
の
鶏
の
退
屈
う
ら
ら
け
し�
長
戸
ふ
じ
子

里
山
の
き
つ
ね
う
ど
ん
と
蓬
餅�
野
村
タ
カ
子

つ
ら
つ
ら
と
子
供
靴
干
す
庭
の
ど
か�

福
岡
い
つ
子

草
餅
は
古
里
の
味
母
の
味�

福
岡
　
繁
平

過
ぎ
し
日
の
あ
り
て
今
日
あ
り
老
い
の
春	

葊
末
　
榮
子

あ
た
た
か
や
和
菓
子
の
名
前
ほ
の
ぼ
の
と	

松
林
　
静
子

合
格
の
悦
び
祝
ふ
春
の
風�

宮
田
　
弘
道

更さ
ら
さ紗

木ぼ

け瓜
行
程
表
の
夢
と
消
え�

向
井
　
章
子

あ
た
た
か
や
羽は
ぶ
た
え
い
ろ

二
重
色
に
壺つ
ぼ

乾
く�

向
井
　
初
子

あ
た
た
か
や
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
の
動
物
園�

森
　
　
安
子

佐
々
木
美
知
恵

長
曽
我
部
弓
子

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
す
る
程
強
く
な
い�

松
﨑
奈
津
栄

老
い
て
子
に
従
い
孫
に
指
導
受
け�

松
﨑
　
春
子

催さ
い
か
う

花
雨
の
中
に
追
憶
が
光
る�

石
井
ひ
ろ
み

生
き
き
っ
た
証
だ
海
が
満
ち
て
く
る�

田
中
　
貞
美

さ
り
げ
な
く
ス
カ
ー
フ
春
の
風
に
な
る�

石
手
　
孝
子

三
月
の
海
ど
う
し
よ
う
も
な
く
一
人�

斉
藤
美
恵
子

若
竹
の
反
発
力
が
欲
し
く
な
る�

高
畑
　
俊
正

あ
そ
び
べ
、
と
べ
。

こ
ま
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編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
、
高
齢

者
サ
ロ
ン
「
万
年
陽
だ
ま

り
会
」
で
介
護
予
防
教
室

を
行
っ
て
い
る
様
子
で
す
。

　

参
加
者
は
理
学
療
法
士

の
講
師
か
ら
足
腰
の
虚
弱

化
や
転
倒
予
防
の
た
め
、

家
で
簡
単
に
で
き
る
ボ
ー

ル
体
操
を
教
わ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
体
幹
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
の
で
、
講
師

も
び
っ
く
り
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
サ
ロ
ン
で
は
、
交

流
を
兼
ね
た
運
動
や
手
芸
、

料
理
な
ど
を
月
に
一
度

行
っ
て
い
ま
す
。�

（
亀
田
）

相談内容 日時 場所 問い合わせ

心配ごと相談 ５月 13日木 10時～ 12時
中央公民館

社会福祉協議会
☎（９６２）７１００５月 27日木 10時～ 12時

行政相談 ５月 17日月 ９ 時～ 12時 総務課総務管理係
☎（９６２）６１１０５月 29日土 10時～ 12時 ひろた交流センター

人権相談 ５月 17日月 ９ 時～ 12時 中央公民館 社会教育課社会教育係
☎（９６２）５９５２

各 種 相 談

募
集

　
実
施
す
る
催
し
物
は
、
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
の
際
は
事
前
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

県
職
員
採
用
候
補
者
（
上

級
）
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
企
業
な
ど
で

の
職
務
経
験
者
を
対
象
と
し

た
試
験
も
別
途
実
施
し
ま
す
。

第
１
次
試
験
日
（
上
級
）

６
月
20
日
日

※
松
山
・
東
京
・
大
阪
の
い

ず
れ
か
で
受
験
可
能

募
集
日
程　
５
月
10
日
月
～

問
愛
媛
県
人
事
委
員
会
事
務

局
☎
（
９
１
２
）
２
８
２
６

愛
媛
県
職
員

　
県
内
で
伐
採
・
集
材
の
林
業

作
業
中
に
死
亡
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
チ
ェ
ー

安
全
な
伐
採
・
集
材
作

業
の
徹
底

　

子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も

５
月
５
日
～
５
月
11
日
は

「
児
童
福
祉
週
間
」

　

関
節
や
ひ
ざ
に
負
荷
を
か

け
ず
、
無
理
な
く
始
め
ら
れ
、

健
康
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク・ウ
ォ
ー

ク
体
験
会
」
参
加
者

ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
木
等
作
業

の
安
全
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
安

全
を
最
優
先
と
し
た
作
業
に

徹
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

問
愛
媛
県
林
業
政
策
課

☎
（
９
１
２
）
２
５
９
１

を
保
つ
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

日
時　

５
月
25
日
火
９
時
45

分
～
（
受
付
）
10
時
～
11
時

30
分
（
体
験
）

集
合
場
所　

陶
街
道
ゆ
と
り

公
園
体
育
館
前

※
雨
天
時
は
体
育
館
で
実
施

対
象　

砥
部
町
か
周
辺
地
域

在
住
の
人

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

直
接
か
電
話
で

ゆ
と
り
公
園
管
理
事
務
所
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
砥
部
町
陶
街
道
ゆ
と
り
公
園
管

理
事
務
所
☎
（
９
６
２
）
４
６
０
０

▲
詳しくは
HPを確認

▲
詳しくは
HPを確認

お
知
ら
せ

情
報
あ
れ
こ
れ

日
時　

６
月
６
日
日
13
時
～

（
受
付
12
時
）

場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
ら
ま
ち

内
容　

小
学
生
の
部
、
中
学

生
以
上
A
・
B
の
部

申
込
方
法　
当
日
受
付

問
砥
部
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
（
９
５
８
）
７
７
７
６

砥
部
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
将
棋
大
会

　

遺
産
相
続
や
土
地
問
題
な

ど
で
困
っ
て
い
る
人
は
、
予

約
の
上
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、
申
し

込
み
を
終
了

日
時　

５
月
18
日
火
13
時
30

分
～
15
時
30
分

場
所　
砥
部
町
中
央
公
民
館

対
象　
砥
部
町
内
在
住
の
人

問
砥
部
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
９
６
２
）
７
１
０
０

無
料
司
法
書
士
相
談
会

（
要
予
約
）

の
健
や
か
な
成
長
に
つ
い
て

国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度「
児
童
福
祉
週
間
」

標
語
（
最
優
秀
作
品
）

「
あ
た
た
か
い　
こ
と
ば
が
つ

な
ぐ　
こ
こ
ろ
の
わ
」

（
上
村
藍
子
さ
ん 

香
川
県
小
学

生
の
作
品
）

問
厚
生
労
働
省
子
育
て
支
援
課

☎
０
３
（
５
２
５
３
）
１
１
１
１
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広告広告

「ＳＤＧｓ（サスティナブル・ディベロップメント・ゴールズ）持
じ ぞ く か の う

続可能な開
かいはつもくひょう

発目標」とは

　ＳＤＧｓの取り組みは、決して新しいことではありません。今までもやってきたことであったり、少
しのがんばりであったりと、一人ひとりの小さな取り組みがつながることで大きな力となって、持続可
能なよりよい社会がつくられるのです。

問企画政策課企画政策係☎（９６２）７２５０

　世界が抱える問題をみんなで解決し、「誰ひとり取り残さない」社会をつくり、みんなが「幸せだな」
と思える世界にするために必要な 17個の目標のことです。

～私たちにできること～

　�　世界で、１日あたりに使えるお金が（食事・電気・水道・洋服代などを含めて）200円未満で、
生きるだけで精一杯の状況で生活している「絶

ぜっ

対
たい

的
てき

貧
ひん

困
こん

」の子どもたちはどれくらいいるでしょうか。
　　　　　　　　　　１10人に１人　　　２８人に１人　　　３６人に１人

　日本でも、７人に１人の子どもが、絶対的貧困ではないが、国民の平均的な生活レベルよりもとて
も低い生活レベル「相

そう

対
たい

的
てき

貧
ひん

困
こん

」状態にあるといわれています。給食でしか食事ができない子どもや、
お金の問題で高校や大学への進学をあきらめないといけない子どもたちがいます。

　ＳＤＧｓの目標１「あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる」を達成するために、まずは、
私たちにできることから始めてみませんか？意外と、すでにやっている！ということもあるかもしれ
ませんよ。

「 ３６人に１人 」です。

○無料学習塾などのボランティアに参加してみませんか！
○子ども食堂の活動を支援してみませんか！
○募金活動に参加してみませんか！

正解は

Q


